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要旨
　今日の日本では，若年労働は不安定化し，格差の拡大が
叫ばれている
註1）
。また，格差社会の不利益を被っている
フリーター・ニートについては，その実像がはっきりしな
い形で世間に伝わっているのが現状である。その原因はフ
リーター・ニートの問題は本人の自己責任で済まされる問
題ではなく，公共政策が不可欠であるのにも関わらず，そ
のような取組みは不十分であることに起因している。本稿
では，フリーター・ニートが個人の自己責任のみに属する
問題ではないことを述べ，社会福祉士が今日の格差社会の
中でどのような役割を果たしていくべきであるのかについ
て検討した。検討の結果，若者再チャレンジ金の創設の必
要性と，社会福祉士が企業を訪問し，企業が若年者の雇用
問題についてより詳しく認識できるように若年者の声を代
弁すべきであるという２つの提案を行った。
Ⅰ　はじめに
　近年，日本社会では「格差」に関する議論が盛んになっ
ている。社会福祉学の領域でも2006（平成 18）年に「社
会福祉研究」誌の中で「『格差社会』における社会福祉の
意義・役割」が特集された
註2）
。本稿では，格差社会にお
ける社会福祉の意義・役割を主に若年労働との関連で述べ
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る。
　小杉は，現在行われている格差社会についての議論には
２通りのアプローチがあるとしている
1）
。ひとつは所得格
差のように統計数字等からとらえられる事実的な面からの
アプローチである。これについては，労働経済学の領域か
ら議論が行われている。また，格差社会に対するもうひと
つのアプローチは，「希望格差」のように人びとの意識の
問題としてとらえる議論である。「希望格差」とは社会学
者の山田昌弘が提唱した言葉で，ニューエコノミーの浸透
と，階層の固定化が進んでいる現代社会では「努力が報わ
れない」と感じる人が増大し，能力や資源としての家族に
恵まれた将来に希望をもてる人と，そうでない人との格差
が増大するという考えかたである
2）
。将来に希望を持てな
い人の代表はフリーターやニートである
註3）
。これらの人
を将来に希望の持てない代表とする理由は，フリーターや
ニートでは正社員のように一定の収入がなく，将来設計を
建てにくいからである。若年労働について考える場合，フ
リーターとニートは重要なキーワードである。よって，こ
れらについて検討を加える。
　
Ⅱ　フリーターとはなにか
　「フリーター」という言葉は，1980年代後半，アルバイ
ト情報誌『フロム・エー』によって造られ，広められた言
葉である
3）
。当初は「フリー・アルバイター」と呼ばれて
いた。当時，この言葉は，何らかの目標を実現するため，
あるいは組織に縛られない生き方を望んで，あえて正社員
ではなくアルバイトを選ぶ若者を念頭において造られた。
フリーターという言葉が造られた1980年代後半は，バブ
ル経済期の好景気に基く旺盛な企業の雇用需要を背景とし
て，「フリーター」という言葉には概して，正社員として
仕事に縛られた人よりも，時間に縛られず，自分らしくい
られる「自由で新しい生き方」という肯定的な意味が与え
られていた。
　しかしバブル経済崩壊後，若者の就業状況は大きく変化
した。景気後退により企業の新卒者雇用は抑制され，卒業
後やむをえずアルバイトやパートの職に就く者が増えた。
また，いったん正社員として就職しても早期に離職して
パート・アルバイトに就くものが増えた。内閣府の調査で
は2002（平成 14）年の時点でフリーターの数は417万人
とされている
4）
。
　本田は，詳細なメディア分析を行い，「フリーター」に
対する見方が1990年前後と2000年代以降とでは，肯定か
ら否定へとほぼ180度の転換を見せるとともに，「フリー
ター」問題を若者の意識の問題と見なす捉え方が強まって
いることを指摘している
5）
。さらに本田は「フリーター」
問題を若者の責任とする風潮について，こうした風潮は，
若者の現実を正しく捉えていないだけでなく，それ自体が
若者へのネガティブ・イメージを拡大して結果的に若者の
就労問題を増幅させるという点で大きな弊害をもつことを
述べている。
　筆者も，近年のフリーターに対する世間からの批判や，
フリーターとなったことを自己責任と捉える風潮に対し
て，本田と同じ意見をもっている。この問題は若者の意識
改革で片付けられる問題では決してない。安田は高校生に
対する調査の中で，高校生には驚くほど強い正社員志向が
あり，転職・独立願望も少なく，労働と自立に対する強い
肯定感があることを発見している
6）
。また，国民生活白書
は，現在，パート・アルバイトとして働いているフリーター
のうち，７割強の者が正社員として働くことを希望してい
ると述べている
7）8）
。さらに，堀は，かつてのフリーターは，
若者の「選択」の様相をみせていたが，今日，フリーター
になることは「選択」の結果ではなくなっていると述べて
いる
9）
。このように，現在のフリーターは決して個人の選
択や意識の問題ではなく，雇用環境が変化したための結果
なのである。
　
Ⅲ　ニートとはなにか
　ニートとは，イギリスで生まれた「NEET」（Not in 
Education, Employment or Training）をカタカナ表記した
ものである。この言葉が日本で初めて使われたのは，2003
（平成 15）年に刊行された JIL（労働政策・研究機構）の
報告書，「諸外国の若者就業支援政策の展開－イギリスと
スウェーデンを中心に」および「学校から職業への移行を
支援する諸機関へのヒアリング調査結果－日本における－
NEET問題の所在と対応」である
10）
。その後，数年間にニー
トについての著書が増え始めた。日本で言われるニートと
は，「15～ 34歳の非労働力（仕事をしていないし，また，
失業者として求職活動をしていない）のうち，主に通学で
も，家事でもない者」である
11）
。2002（平成 14）年時点
でニートの推定数は85万人で，その10年前である1992（平
成４）年の67万人より増えている。しかし，これらの著
書ではニート本人の意識や意欲，あるいはニートを困った
若者として捉え，その数が近年増加傾向にあることが，ほ
ぼ共通の前提となっている。
　上記のような現状に対して，本田は，「ごく一部のコア
の部分のネガティブイメージだけが，『ニート』と定義さ
れ若者全体に当てはめられる形で，人びとの社会意識の中
で定着してしまっている」としている
12）
。本田はニートと
呼ばれる若者を無業者と求職型に分け，近年増加している
のは求職型のニートであり，その原因はニートを取り巻く
環境条件にあるとしている。また，本田・堀田は，ニート
に関する様々な調査を行い，ニートの増加やその状況を過
度に誇張することは若者の実像と乖離した誤った理解を世
に広めることにつながるものであり，慎まなければならな
いとしている
13）
。
　筆者は，上記のフリーター問題同様，ニートの若者に対
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しての自己責任論やネガティブイメージの広がりについて
本田の見解に賛成の立場である。ニートについてもフリー
ター同様，決して自己責任で済まされる問題ではなく，若
者の雇用環境変化に対応した政策が必要なのである
註4）
。
　
Ⅳ　希望格差社会と若者
　これまでみてきたように，フリーターやニートの若者に
対して，社会からの批判や自己責任論が蔓延している。し
かし，その多くは正社員としての就職を希望しているにも
関わらず，希望が叶えられず，やむをえず，フリーターや
ニートとなっているのである。
　山田は，フリーターやニートが増加した一因として，戦
後日本の教育領域におけるパイプライン・システムに漏れ
が生じていることを指摘している
14）
。戦後の日本で発達し
てきたのは，個人と職業の間に学校教育システムを介在さ
せ，ある学校を卒業することをある職業に就く前提とする
メカニズムであり，これがパイプライン・システムである。
このシステムの最大の特徴は，無駄な努力をすることなく，
効率的に職業に就くことができる点であった。このシステ
ムはバブル経済期前後まで維持された。
　しかし，今日の日本では，パイプライン・システムは機
能不全に陥っている。その原因として山田は，1990年代
後半以降，物を作って売るという工業が主要な産業であっ
た時代から，情報やサービス，知識，文化などを売ること
が経済の主流となることの変化が起こったためとしてい
る
15）
。山田は，この変化をニューエコノミーの到来と呼ん
でいる。
　ニューエコノミーにより，教育のパイプラインは機能不
全に陥り，漏れが生じるようになった。漏れた生徒や学生
の大きな受け皿となっているのが「フリーター・ニート」
というカテゴリーなのである。
　一度，フリーターやニートとなったものが，その後，正
社員となることは困難である。近年，景気の回復が叫ばれ
ているが，フリーターという都合のいい人材を見つけた企
業が，今後，フリーターを正社員に転換する可能性は低い
であろう。若者は，企業が人材育成コストを抑えるための
犠牲になっているのである。フリーターやニートの対極に
は，パイプラインから漏れずに就職する者も当然いる。こ
の両者の間には収入面でかなりの差が出るだろう。
　しかし，それ以上に重要なのは，「希望の二極化」である。
生活状況に格差が出ても，いずれ追い越すチャンスがある
と希望が持てるならまだよい。しかし，今日の日本で起き
ている現象は，努力して報われる人と，努力しても報われ
ない人に二極化している。不幸にしてフリーターやニート
となった若者は，希望を見つけることができないでいるの
である。
　また，山田はフリーターやニートとなる若者とそうでな
い若者の差として，親の経済力の有無を挙げている
16）
。奨
学金の充実していない日本では，進学に関して親の経済負
担が重くなる。この経済負担については，当然，所得階層
の高い家庭が有利となる。さらに，本田・堀田は，若年失
業者問題が社会階層と一定の関連を持つことを示唆してい
る
17）
。日本では，階層の固定化が進んでいるといわれる
が
18）19）
，階層の低い家庭の子どもがフリーターやニートに
なりやすく，将来への希望を持ちにくい現状は，明らかに
機会の不平等であり，若者の責任ではない。さらに苅谷が
示したように，階層の高い家庭の子どもと，それが低い子
どもの家庭で「意欲格差」が進行しているという事実は，
貧困が世代的再生産される可能性を示している
20）
。
　最近では景気回復が叫ばれ，若者の雇用問題に対して明
るい光が見える部分もある。しかし，小杉の調査によると，
最近の雇用情勢が良くなったのは大卒者のみであり，高卒
者や中途退学者に対しては正社員雇用が拡大していない
し，非正社員から正社員への移動も広がっていないことが
指摘されている
21）
。
　上記のように，現状のままではフリーターやニートに
陥った若者と正社員として就職した者との希望格差は拡大
する一方である。
　
Ⅴ　格差問題と社会福祉士
　山縣は，社会福祉という用語の意味を以下のように説明
している
22）
。「一般には，個人が社会生活をしていく上で
遭遇する障害や困難に対して，社会福祉政策，地域社会，
個人などが，独自にあるいは協働しながら，これを解決あ
るいは緩和していくための諸活動の総体あるいはそのよう
な生活を目標とすること」である。このように社会福祉を
考えた場合，それを実践する社会福祉士は格差社会に対し
てどのような働きかけができるのであろうか。
　筆者は，格差問題に関する政策が，社会福祉の世界で活
発に議論されるべきであると考えてきた。今日，社会福祉
士の養成カリキュラムが見直される中で，社会福祉士の職
域範囲の拡大についても議論されている。日本社会福祉士
養成校協会長の白澤は，2006（平成18）年 11月に同志社
大学で行われた全国社会福祉教育セミナーの中で，ハロー
ワークに社会福祉士を配置し，就労支援専門職として社会
福祉士を位置づけることを提案している
23）
。これまで述べ
てきたように，格差が拡大し，若年労働の不安定化が同時
進行した今日の日本において，就労問題についての専門職
として，社会福祉士を位置づけるというのは画期的な提案
である。今後，社会福祉は他の諸政策と調整，連携，協働
をする中で格差社会に対応していく必要がある。現在，若
年不安定就労者やニートに対する政策が不十分であるな
ら，社会福祉士は，ソーシャルアクション等を通じて，こ
れらの人びとに対する支援を充実させていく役割がある。
本稿では，社会福祉士の役割について，２つの提案を行う。
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Ⅵ　提案
　①若年者再チャレンジ支援金の創設
　若年者の雇用が不安定化し格差の拡大が叫ばれている今
日，企業は業績優先のため，非正規雇用労働者を大量に雇
用している。そのため，正社員を望んでいても就職口がな
い等の理由で，多くのフリーターが発生している。また，
ニューエコノミーが浸透した中で企業はフリーターを正社
員に形態変更できる余裕がない。ならば，政府が企業に支
援金を出して，若年者の雇用を守るべきである。企業が，
正社員を望むフリーターに対して，フリーターの望み通り
に雇用形態を変更した場合，政府は企業に支援金を出すこ
ととし，支援金を出すことで，企業はこれまでよりも容易
にフリーターから正社員への道を開くことができるのであ
る。
　
　②社会福祉士が企業を訪問し，企業が若年者の雇用問題
について正しく認識できるように若年者の声を代弁する
　前述の通り，現在，ハローワークでの就労支援に社会福
祉士を位置づけることが提案されている。では，実際にハ
ローワークで社会福祉士が雇用された場合，社会福祉士に
はどのような役割が期待できるのであろうか。
　筆者はハローワークに社会福祉士が雇用された場合，若
年者の雇用問題についてより詳しい認識を企業がもてるよ
うに，社会福祉士が企業訪問を行い，若年労働の現状につ
いて説明した上で，若者の声を代弁していく役割があると
考える。今日の若者に向けられる社会の目は厳しい。特に
フリーターやニートの問題については，上記のように自己
責任論が社会に蔓延している。このような現状の中で，仮
に，ハローワークの就労支援に社会福祉士が位置づけられ
たなら，データ等を企業側に示し，格差社会と若年労働の
問題について正しい認識をもってもらうように働きかける
必要がある。また，上記のように，フリーターの７割が正
社員を望んでいる。また，上記のようにニートの中で近年
増えているのは求職型のニートである。正社員での採用を
望み，多くの企業の採用試験を受けても合格できず，フリー
ターとなるケースもある
24）
。それらの声を社会福祉士は社
会に対して代弁していく必要がある。代弁することをソー
シャルワークの専門技術で言い換えれば，アドボカシー機
能に当たる。アドボカシーとは，単に本人の意思を代弁す
るだけでなく，自分自身で権利を主張したり，ニーズを表
明することが困難なクライエントに対し，本人に代わって
その権利を擁護したり，必要なサービスを獲得するための
様々な仕組みや活動の総体である
25）
。若者の声を代弁する
ことにより，企業は若年労働についてより詳しい認識を持
つことができると考える。
　
Ⅶ　まとめ
　今日の社会で，若者の雇用はバブル期以前と比べて，非
正社員化が進み不安定化している。しかし，この問題に対
する政策は不十分であり，フリーターやニートに対する社
会からの視線は厳しい。また，規制緩和等の政策は企業の
自由競争を激化させ，結果的にフリーターやニートを増大
させることにつながっている
註5）
。
　若者の雇用が不安定化しているのは，ニューエコノミー
の浸透で格差が開き，企業の雇用環境が以前と大きく変化
したためであり，若者はその影響を受けているのである。
将来，社会福祉士のハローワークでの雇用が検討されてい
る今日，これまで述べてきたように，雇用政策を充実させ，
若者の声を社会に対して代弁していく役割が社会福祉学研
究者や，社会福祉士には期待される
註6）
。
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註
註１） 本稿で述べる若年労働の不安定化とは，1990年代
初めの景気後退以降，若者の就業状況が大きく変化
したことである。具体的には，高校卒業予定者への
求人が90年代初めのピーク時には167万人分あっ
たが，2000年代に入ってからは20万人台で推移し
ていることが挙げられる。また，学卒直後に就職も
進学もしない「無業者」は90年代初めには高校生
の５％にも満たなかったが2000年代初めには10％
を超えたこと，その結果，フリーター・ニートが増
加し，正社員として就職する若者が減少したことも
若年労働が不安定化しているとする論拠である。こ
れらのことは，筆者が挙げた小杉，山田，橘木，本
田等の文献の随所に述べられている。［例えば筆者
が挙げる文献１），２），４），５）を参照してほしい］
筆者が考える若年労働の安定した社会とは，フリー
ターやニートなどの多様な生き方が認められなが
ら，若年者が望んだときに正社員として就職できる
システムが構築されている社会である。
註２） この特集がなされた理由は，「放置されるべきでな
い経済格差の拡大が実際に生じ，人びとの生活の苦
しみが浮上してきている以上，社会的弱者の暮らし
を確実に支えるという観点から，社会福祉として有
効に対処する手立てを考えていかなければならな
い」からである。　社会福祉研究　第97号　p14.
註３） この論拠は，若者が正社員になることを望んでいる
のに，景気の後退によって企業が採用行動を抑制し
たとする，橘木の労働経済学からのアプローチ［筆
者が挙げる文献の４）］やニューエコノミーの到来
によって，教育のパイプラインから漏れが生じたと
する山田の家族社会学からのアプローチ［筆者が挙
げる文献の２）］，「学校経由の就職」に疑問を投げ
かける本田の教育社会学からのアプローチ［筆者の
挙げる文献の５）］等，様々な考えかたがある。紙
幅の関係で，ここでは詳しく論じることができない
ため，より詳しい議論に関心がある方は筆者の挙げ
た文献を参考にしてほしい。
註４） ここで本田が述べている新規学卒労働市場の「自由
化」とは，例えば高校生の就職で今まで行われてき
た「一人一社制」について，応募機会の拡大やミス
マッチの縮減のために複数応募・推薦を可能にする
ことが必要であるとするものである。
註５） 政府は雇用問題に対して，必要な政策を行わず，放
置してきた責任は重いと考える。
註６） 本稿では，若年者労働に焦点を当てて論文を進めた
が雇用が不安定化しているのは若者だけの問題では
ない。しかし，フリーターやニートの問題を考える
場合，その多くは若者であり，雇用が安定していた，
バブル期以前に就職をしたものとは一線を置くため
このようなアプローチを行った。
